
厚木市総合計画
あつぎ未来創造プロジェクト

実施結果報告書



１.開催概要

項目 概要

目的
第11次厚木市総合計画の策定に向け、市民が思い描く「未来のあつぎ」を自由に語
り合うワークショップを開催し、市民が考えるまちの将来像の把握を行う。

開催日 令和６年10月12日（土） 令和６年10月26日（土） 令和６年11月２日（土）

開催時間 14時から16時まで

開催場所 厚木市役所第２庁舎 16階会議室ＡＢ

対象者 全三回に出席ができる方で厚木市内在住在勤在学の中学生以上

内容
【第一回】あつぎの強み、弱みを議論し、発表しました。
【第二回】あつぎの10年後（将来像）がどうなってほしいかを議論し、発表しました。
【第三回】目指したいまちに必要なものを議論し、発表しました。



２.実施方法
• あつぎ未来創造プロジェクトでは、参加者の主体性を重視し、将来を見据えたまちづくりの方向性について、市民
協働による検討を行うため、ワークショップ形式を採用し、実施しました。

４～５人のグループに
分かれて自己紹介

会話をしながら、思い
ついたことを記載

記載した付箋のグルー
プ化や優先順位付け グループごとに発表

・10歳代から80歳代
までの幅広い年代の市
民が参加しました。

・接点の少ない年代の
参加者同士で意見交換
ができました。
・他者の意見を理解し、
新たな考えの創出に結
びつきました。

・整理された意見を基
に、更なる意見の創出
やより高度な話し合い
を行うことができまし
た。

・アイデアを共有する
ことで、自分たちでは
思いつかなかったアイ
デアに気づくことがで
きました。
・また、貴重な御意見
をいただきました。

写真



３.市民意見
３－１.あつぎの強み、弱み【主な意見】

班 あつぎの強み あつぎの弱み

１
・花火大会 ・高速の入口が多い ・自然が多い
・広い土地 ・あゆコロちゃん ・水が豊富

・駅周辺の開発 ・ベンチが欲しい
・地元の祭りを残したい ・主要駅が一つ

２
・ごみ収集が早い ・かなちゃん手形
・熟成されたまち ・適度に田舎 ・優良企業がある

・夜の治安が悪い ・アクセスが悪い
・空き家が多い ・大きな目玉がない

３
・おまつりがたくさんある ・緑地や公園が多い
・ICが多い ・大学が多い ・自然がある

・映画館が少ない ・レジャー施設が少ない
・意外と不便 ・交通渋滞 ・愛甲石田駅の開発

４
・残したい農地、自然 ・空気がきれい ・温泉がある
・医療費助成が18歳まである ・防災意識が高い

・交通の便が悪い ・郊外のバス便が少ない
・本厚木駅前の渋滞 ・駅含め周辺が物寂しい

５
・綺麗な川がある ・山なみが見渡せる
・自然とまちが一体化している

・自治会加入率低下 ・民生委員の数
・駅近くでも歩行困難箇所がある ・道路が狭い

６
・子育て政策 ・災害が少ない ・高速道路
・資源が豊かでポテンシャルが高い

・交通渋滞 ・市内の横移動がしづらい
・バス社会 ・高齢化、若い世代が少ない

発表したもの以外の意見を含めると、全部で、あつぎ
の強みは85件、弱みは93件の意見が出ました。



３.市民意見
３－１.あつぎの強み、弱み【発表内容】

班 あつぎの強み あつぎの弱み

１
・土地を活用して農地を増やす ・山、川、温泉があ
り、良い人が多い ・小・中学校の給食費無償化

なし

２
・自然が豊か ・イベントが多い
・子育てサポートが充実している

・高齢者サポートが少ない ・交通アクセスが悪い
・大きな目玉が少ない（ショッピングモールなど）

３
・自然（温泉）が多い ・イベントが多い
・ごはんが美味しい

・後継者を募ることで厚木のレトロな風景を残す施策
がない ・駅周辺のバイクの屋根付き駐輪場不足
・レジャー施設、映画館、スポーツ施設等が不便

４
・自然が豊か ・医療費助成、防災意識の充実
・子育てがしやすい

・交通の便が悪い（郊外のバス、渋滞）
・ショッピングモールがない ・治安が悪い

５
・山なみが180度以上見える ・全国的にイベント、ゆ
るキャラ、ICなど有名 ・豊かな自然とまちの結合化

・交通網未整備の懸念がある
・災害時（風水害）の対応危惧

６
・財政基盤（企業） ・資源（自然、温泉、山、川など）
・子育て、防災、道路等の施策の充実

・交通渋滞、横移動の不便さ ・若さ、若い力（人口減
問題含む） ・文化、スポーツ、祭り、施設（帰属意識
を高めるもの）

意見を整理し、強み・弱みをそれぞれ３つまでとして
発表していただきました。



３.市民意見
３－２.目指したいまち【主な意見】

班 目指したいまち

１
・大人から若い世代が住みやすい ・大型の商業施設がある ・県外からも足を運ぶようなイベント ・若者と
交流ができる ・交通の便がいい ・公民館が身近 ・高齢者が子育てに参加できる ・笑顔がいっぱい

２
・コミュニティカフェが沢山ある ・活気がある ・老若男女が活躍できる ・人情 ・地域交流が盛ん ・若者が
集まる、人が集まる ・自然を育むまち ・自給自足できるまち ・ソフトウェア勝負日本一、世界一

３
・自然の維持 ・全国的に有名なイベント ・誇れるものを作る、発信する ・大規模なジャズコンサート ・充
実感のあるレジャー施設 ・災害に負けないまち ・若い人を引き寄せるまち（大学の充実、子育て支援）

４
・交通渋滞をなくす ・駅から遠くてもアクセスが良い ・交通渋滞が少ない ・駅前がきれい ・駅周辺に座れ
る場所がある ・高齢者にやさしいまち ・近隣でお年寄りが気軽に集える ・福祉の充実

５
・車いす等スムーズに移動できる道 ・買い物難民をつくらない都市 ・スポーツできる場所が沢山ある ・夢
と希望 心輝く 共生都市 あつぎ ・全年代が各々集える場所＋全年代が一か所に集まれる場所

６
・DX化、ニーズを分析して資源を効率化 ・つながり（人と人、今と未来、交通網） ・SDGｓ、エシカルな取
組 ・物価が安い、交通が便利 ・豊かな自然が多いまち ・企業がつながるプラットフォーム

活発に議論いただき、全部で141件の意見が出ました。



３.市民意見
３－２.あつぎの将来像とこめた想い【発表内容】

班 あつぎの将来像 こめた想い（主な意見）

１ 世代ミックス ジョイフルタウンあつぎ
・高齢者が参加できるようにバックアップ
・農業体験都市あつぎ ・全員集合イベントタウンあつぎ

２
A I

愛と自然と技術が溢れる街

・コミュニティカフェが沢山ある ・老若男女が活躍できる
・自然を育む ・自給自足が高い
・ソフトウェア勝負のまち ・ドアtoドアで買い物に行ける

３
誰にとっても☆☆☆☆☆（いつつぼし）つけて
もいいまち

厚木市には「子育てがしやすい」「自然が多い」など、魅力
がたくさんあります。その魅力たちが調和して、たくさんの、
いろんな人にとって大切になってほしいという想いを込めま
した。

４ 安心で自然も人も続いてく希望のまち厚木！
・治安が良い ・交通アクセスが良い ・自然豊か
・次世代に続く ・文化の発信地で輝く

５
180度山なみ＋180度共生都市＝360度くつろ
げるあつぎ

厚木市は豊かな自然を背負い、都心にも近い街。自然と都
市を融合化し、人を中心に据えた理想を目指す。

６
☆「おかえりなさい」☆
人が集い、つながり 未来へつなぐまち厚木

・美しいまち ・暮らしやすいまち ・開かれたまち

各班から、魅力的で特色のある将来像が発表
されました。



３.市民意見
３－３.将来像に向けて取り組むべきこと【発表内容】

班 必要なこと（主な意見） 取り組むべきこと（主な意見）

１
・農地有効利用と拡充 ・散歩道の整備
・イベント体験 ・高齢者のバックアップ

・学校行事として農業参加（市民も参加） ・散歩
コースを作る ・世代問わず参加できるイベント

２
・モラルの向上 ・コミュニティ創造 ・自然の有効
活用 ・技術世界一（日本のシリコンバレー）

・ルールを守る ・誰もが参加しやすいイベント
・自然そのままではなく育む取組 ・企業誘致

３ ・理想の厚木像を考えること
・理想の厚木像を考えること（再掲） ・治安の向上
・駐輪場の整備 ・森林の整備 ・ＳＮＳでのＰＲ

４
・治安の向上 ・交通渋滞を減らす
・ＩＴの拠点、発信地 ・自然保護

・防犯カメラを増やす ・バスの利用、バスの増
便 ・文化の発信地 ・自然公園に足を運ぶ

５
・意識改革 ・参加と連携、ふれあいと助け合い
・環境と食農業の学び

・市民グループの設立 ・他市と共同連携した広域
対策課の設置 ・未開発地域へ産業開発の誘致

６
・働く場所の確保 ・快適に暮らす（景観・治安・交
流共生・改善） ・楽しむ、遊ぶ

・企業誘致、活用 ・区画整理 ・自治会活動
・公民館利用 ・ＤＸ化 ・立ち寄りたい駅

必要なことについて、市民、行政、そ
の他（自治会、企業、団体など）がそ
れぞれできることを考えていただきま
した。



発表に使用した模造紙を再現しました！

・【第一回】あつぎの強み、弱み
・【第二回】あつぎの将来像とこめた想い
・【第三回】将来像に向けて取り組むべきこと



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ １班

あつぎの強み

・土地を活用して農地を増やす

・山があり、川があり、温泉があり、良い人が多い

・小・中学校の給食無償化

令和６年10月12日（土）開催

・給食無償化は子育ての強い味方、市長のホームラン第１号

・厚木の広い土地をいかして農地を拡充
・必要な補助を行い、農業を業として行えるよう支える
・農地が安く借りられ、余暇を使って誰でも農業ができる環境づくり
・市として食料自給率を高める

・高松山では元旦に日の出を拝んだ
・桜の名所、飯山観音、白山にはハイキング客も多い
・相模川は、花火大会や鮎釣りなど、楽しみに事欠かない
・飯山、七沢の温泉は人を呼べる資源
・困っている人に手を差し伸べてくれる人が多い。優しい人が多いまち

・メンバー全員
「あつぎ愛」が強く
“弱みは無い！”という結論



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ ２班
令和６年10月12日（土）開催

①自然

②イベントが多い

③子育てサポート

あつぎの強み あつぎの弱み

①高齢者サポート少ない

②アクセス（交通問題）

③大きな目玉が少ない
（ショッピングモール、ららぽーと など）

相模川や鮎、七沢温泉 自然が豊か

中学校の給食が無償化になった
おむつも無料で
子育てしやすい工夫がされている

鮎まつり、今日も中央公園でイベント、
小さなイベントもたくさんある

子どもに比べてサポートが少ないと感じる
山が多いのに移動手段が足りない
高齢者は増えていくので今から対策が必要

都会までの電車のアクセスは良いが、人身事故の
ニュースを聞く
厚木高校から本厚木駅までの混雑対策が必要

自然がとてもいいので、子どもたちのためにも
ショッピングモールなどがあると良い



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ ３班
令和６年10月12日（土）開催

☆自然（温泉）が多い

☆イベントが多い

☆ごはんが美味しい□

あつぎの強み あつぎの弱み

☆後継者を募ることで
厚木のレトロな風景を残す
施策がない！！

☆駅周辺のバイクの屋根付駐輪場が不足
（海老名はある！）

☆レジャー施設 映画館 スポーツ施設等が
（あるけど）意外と不便！

古い店がお客さんが来るのに後継者不足で畳んでしまう。
地元に密着したマッチングアプリなど、若い人が厚木で
働ける仕組みづくりを
小田急通りなどのリノベーション

あっても高い、駅前来るのに不便
もっと作ってほしい

いっぱいあるけど、どれも今ひとつ
力を入れてほしい



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ ４班
令和６年10月12日（土）開催

○自然の豊かさ

○医療費、防災意識の充実

⇒子育てがしやすい

厚木の強み 厚木の弱み

○交通の便が悪い（郊外のバス、渋滞）

○ショッピングモール

○治安が悪い
（防災無線が聞き取れない）
（空き巣被害 多 )

厚木に来た時、大山の上に雲の隙間から光が差す「天
使の階段」が見れた。自然が豊かなまち
大人も楽しめるアスレチックなどで海外から人を呼べ
る取組をしたらどうか
川や山が荒れている。自然を守っていきたい

現役の高校生として、医療費が無料なので、安心して
部活に取り組める
大道芸の時に起震車で地震体験ができた。防災意識も
高まると思う

駅から遠い鳶尾や森の里はバスの本数も少なくなり、20時
を過ぎると駅まで行けなくなってしまう
車では渋滞で時間が読めない

座間にはイオンモール、海老名にはビナウォーク・らら
ぽーと、平塚にはららぽーと、アウトレットがある。厚木
にはインターチェンジも多く是非誘致してもらいたい。こ
れさえあれば市外から人を呼び込むことができる

空き巣が多くなっている
防災無線は何を言っているのか聞き取れないことがある
できる限り防犯カメラを設置してもらいたい
郊外で治安が悪いと人が出て行ってしまい、人口減少につ
ながってしまう



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ ５班
令和６年10月12日（土）開催

１．山なみが180度以上見える

２．全国的にイベント
ゆるキャラ、ＩＣなど有名

３．豊かな自然と街の結合化

あつぎの強み あつぎの弱み

１．交通網未整備の懸念がある

２．災害時（風水害）の対応危惧

もっと270度見える場所もある！
道路整備は進んでいるが、昔の道がそのままになっている場
所がある

自然が豊かであるということは、一方で、災害の危険も危惧
されるインターチェンジは交通情報で混んでいるイメージがあ

るが、厚木と言うと「あの場所か」と分かってもらえる

近くに山並みが見えたり、相模川があったり、車で30分
も走れば江の島まで行ける
周りに豊かな自然があり、街中でも景色が見渡せる場所
がある



あつぎ未来創造プロジェクト 第一回 発表まとめ ６班
令和６年10月12日（土）開催

①財政基盤
企業

②資源
自然・温泉・山・川..etc.

③施策
（ア）子育て
（イ）防災
（ウ）道路（高速）

強み 弱み

交通の要衝ということもあり、企業が非常に多く、財政
基盤を支えている

自然が豊かで、温泉も質がいいと聞いている
豊富な資源をいかして市外にもアピールできる

市が力を入れている施策
若い世代のため、もっと色々必要
これからも安心・安全の取組に力をいれてもらい、市民
としても協力していきたい

①交通
渋滞・横移動

②若さ（含 人口減）
若い力

③文化・スポーツ・祭り・施設
プロスポーツチームetc.
※参考 帰属意識

市民として一番感じるところ
道路自体は充実しているが、スムーズに移動できない
バスも放射状に充実しているが、横移動は一度駅まで出
なければならない

人口減少は厚木に限らないが、20～40歳代が増えてい
るまちもある
海老名駅周辺は子供連れが多いのが当たり前の景色だ
が、厚木は高齢者が多く感じる
若さが市の勢いにつながる

映画館、博物館、劇場が物足りない
鮎まつりや大道芸など楽しめるが、伊勢原の道灌まつ
りのように歴史や文化を感じるイベントが少ない
これらは「自分は厚木に住んでいる」という帰属意識
につながる



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ １班
令和６年10月26日（土）開催

世代ミックス
ジョイフルタウン

あつぎ◍あつぎの
将来像

◍こめた想い
◎高齢者が参加できるようにバックアップ

◎農業体験都市あつぎ

◎全員集合イベントタウンあつぎ



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ ２班
令和６年10月26日（土）開催

あつぎの
将来像

こめた想い

愛と自然と技術
が溢れる街

ＡＩ

コミュニ
ティカ
フェが沢
山ある町

話しあえ
るカフェ 人情

とびお
ギャラ
リー

活気があ
る街

Love+
Nature
+
AI

地域交流
を盛んに

老若男女
が活躍で
きる街

若者が
集まる町

人が
集まる町

自給自足
が高い街

土地有効
利用を考
える町

自然を
育む街

オート
キャンプ
場

自然を活
かしつつ
守ってい
く

巡回バス
がいつで
も乗れる
町

学がある
街

ドアtoド
アで買い
物行ける

農業の自
動化の町

ウーブン
city厚木
版

かしこい
車がタダ
で乗れる
町

空飛ぶ車
がタダで
乗れる町

ソフトウェ
ア勝負の町
日本一
世界一



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ ３班
令和６年10月26日（土）開催

厚木市には「子育てがしやすい」「自然が多い」
など、魅力がたくさんあります。
その魅力たちが調和して、たくさんの、いろんな
人にとって大切になってほしいという想いを込め
ました。

あつぎの
将来像

こめた想い

誰にとっても☆☆☆☆☆
つけてもいいまち

（い つ つ ぼ し）



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ ４班
令和６年10月26日（土）開催

安心で 自然も人も

続いてく 希望 のまち 厚木❕

こめた思い

治安が良いまち

次世代に続くまち

自然豊かなまち

交通アクセスが良いまち

文化の発信地で
輝くまち



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ ５班
令和６年10月26日（土）開催

１８０度
山なみ

３６０度
くつろげる
あつぎ

１８０度
共生都市＋ ＝

こめた
想い

厚木市は豊かな自然を背負い、都心にも近い街。自然と都市を

融合化し、人を中心に据えた理想を目指す。



あつぎ未来創造プロジェクト 第二回 発表まとめ ６班
令和６年10月26日（土）開催

☆「おかえりなさい」☆

人が集い、つながり

未来へつなぐまち厚木

美しいまち

暮らしやすいまち

開かれたまち



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ １班
令和６年11月２日（土）開催

世代ミックス
ジョイフルタウン

あつぎ
必要なこと 市民

行政 その他 自治会 企業 団体

・農地有効利用と拡充
・農業について意見交換する
ネットワーク

・散歩道の整備・歩道の整備
・散歩コースを作る資金づくり
・自然テーマパーク拠点の確立
・イベント体験
・高齢者も住みやすい新たな交通システム
・高齢者のバックアップ

・市民がイベントなどに積極的に参加
・学校行事として農業参加＋市民も参加
・親子参加農業ワークショップ
・市民が主体となってサークル等を作る

・歩道の整備で車いすが通れるように
してほしい

・トイレに手すりがほしい（早めに）
・森林公園又は運動＋森林複合公園の増設
・自然のテーマパーク 自然＋農業＋運動
・公民館が散歩途中の休み処にしてほしい
・より良いまちにするための治安の改善
・市内に散歩コースを30～50作る
・様々な近隣学校との連絡調整

・子どもたちが小川で遊ぶ楽しさを体験
してほしい

・付せんに書いて自分の意見を言うこと
は口で言うよりも伝えやすいので、
小中学校で取り入れる

・車いすが乗れる、２～３人乗れる
エレベーターがほしい

・世代問わず参加できるイベント
・定期的な農業イベントの開催



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ ２班
令和６年11月２日（土）開催

あつぎの
将来像

実現のために
必要なこと
取り組むべき
こと

愛 と 自然 と 技術
が溢れる街

ＡＩ

【必要なこと】
☆モラルの向上
☆コミュニティ創造
（カフェ）
・定期的な高齢者宅への
訪問

【市民】
・ルールを守る
（忠実に！心！）

【行政】
・コミュニティ施設の宣伝
（鮎まつりなど沢山の人
が集まる所にポスター）

・予算

【その他（自治会、企業、団体等）】
・自治会や子ども会で積極
的に誰もが参加しやすい
イベントを開催！
（今以上の活性化！）

・地域でサークルを作り活
動

【必要なこと】
☆自然の有効活用
・自然を守る団体をいくつか作る
・自然保護・自然育む
・空き地を減らす
（森などの所の木を切ってマンションを
建てるのではなく空き地を整備して建て
る）

・山（マウンテン）と河（リバー）と動物
（ワイルドアニマル）
（ワイルドライフ）

・空き地を利用しての畑づくり
・揚水発電（蓄電装置）小山が沢山ある

【市民】
・市民各自が自分の故郷を愛する気持ちを
大きく持つこと！

【行政】
・自然そのままではなく育む取組

【その他（自治会、企業、団体等）】
・イベント 人が呼べる自然
・小・中・高の授業で植林体験や農業体験
を取り入れる！

・食料自給（畑）

【必要なこと】
☆技術世界一（日本のシリコンバレー）
・日本一や世界一の技術を競う大会を開催
（会場を厚木にする！）
・アトムのようなロボット
・地域学校（タブレットと話し合い）
・（大学連携で）学園都市のイメージ復活
・自動運転の電気自動車
・ソフトウェアのまち・日本一・世界一
・自動運転車が無料で乗れるまち
・市民の交通手段の確保

【行政】
・自動運転特区！
・予算
・優良企業の誘致
・地域タクシー
・太陽光発電
（変換効率70％・原子力より安全）

・交通面の整備

【その他（自治会、企業、団体等）】
・産学連携イベント
・皆で楽しくプログラミング



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ ３班
令和６年11月２日（土）開催

あつぎの
将来像

誰にとっても☆☆☆☆☆
つけてもいいまち

（い つ つ ぼ し）

【市民】
・理想の厚木像を考えること

【行政】
・もっと治安をよくしてほしい！
・愛甲石田駅のバスセンター化と充実
・大規模屋根付きバイク駐輪場
・森林の整備（人が来やすく）
・ＳＮＳでのＰＲ活動
・市民との交流を増やす！
・市民目線で考えてほしい！
福祉に目を向けて

実現のために
必要なこと
取り組むべき
こと



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ ４班
令和６年10月26日（土）開催

安心で 自然も人も

続いてく 希望 のまち 厚木
【必要なこと】
・治安

【市民】
・地域の清掃
・あいさつをする
・自治会（子ども会）の運営
・ボランティアの責任

【行政】
・防犯カメラを増やす
・駐在所を増やす
・空き家問題と行政の執行

【その他（自治会、企業、団体等）】
・温泉やスーパー・店の協力

【必要なこと】
・交通渋滞を減らす

【市民】
・バスの利用

【行政】
・交通網の見直し

【必要なこと】
・住んで良かったと言える
まち

【行政】
・まちづくりのネットワー
ク拠点

【必要なこと】
・ＩＴの拠点・発信地

【その他（自治会、企業、団体等）】
・文化の発信地
・歌や音楽が発信できる場

【必要なこと】
・バスの通る範囲の見直し

【行政】
・バスの競合化
・バスの小型化
・深夜バスの増便

【その他（自治会、企業、団体等）】
・自社の送迎バス
・駅だけでなく郊外も混雑緩和

【必要なこと】
・自然保護

【市民】
・自然公園に足を運ぶ

【行政】
・バスを出して！



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ ５班
令和６年11月２日（土）開催

１８０度
共生都市＋ ＝

１８０度
山なみ

３６０度
くつろげるあつぎ

実現のために
必要なこと
取り組むべき
こと

■必要なこと
意識改革

■市民
参加・連帯、ふれあいと助け合い

市民グループの設立

■行政
他市と共同連携した広域対策課の設置

■その他
山や川 未開発地域へ産業開発の誘致

意識改革
高揚
統一

参加と連携
ふれあいと
助け合い

環境と
食農業の
学び

継続的に問題
を提案する
市民グループ
が必要

参加と連携
ふれあいと
助け合い

山や川と
フィットする
デザイン性の
高い街づくり

意識改革
高揚
統一

山や川の
未開発地域へ
産業・観光の
誘致

個人・グルー
プでも何かの
問題を相談で
きる所があっ
たら良い

意識改革
統一

研究開発
共有



あつぎ未来創造プロジェクト 第三回 発表まとめ ６班
令和６年11月２日（土）開催

★「 お か え り な さ い 」 ★

人が集い、つながり未来へつなぐまち厚木

働 く 快適に暮らす 楽しむ・遊ぶ

更なる企業
誘致
活用

働く場所確保
厚秦利用横路線
若い人の働く場
の確保

自治会活動
公民館利用
企業施設提供
イベントの
積極参加

景観・治安・交流共生・改善

区画整理
（再開発）

美しい町
（ゴミがない）

担い手意識

子ども
女性安心

ＤＸ化
規制改革

立ち寄りたい駅

伸び伸び公園
スポーツ・芸術

本厚木駅北口
愛甲石田駅



４.参加者アンケート実施結果①
■ 第三回に出席いただいた28名の方に回答いただきました。
■ ワークショップについて、全ての方が「楽しめた」または「やや楽しめた」と回答しています。



４.参加者アンケート実施結果①
■ 進行について、9割以上の方が「分かりやすかった」または「まあまあ分かりやすかった」と回答して
います。

■ ご自分の意見について、8割以上の方が「発言できた」または「おおむね発言できた」と回答していま
す。



４.参加者アンケート実施結果①
■ テーマについて、約９割の方が「話しやすかった」または「まあまあ話やすかった」と回答してい
ます。

■ 全員の意見について、９割以上の方が「反映された」または「おおむね反映された」と回答してい
ます。



４.参加者アンケート実施結果①
■ 話し合いの時間（長さ）について、約６割の方が「ちょうどよかった」、２割以上の方が「短かっ
た」または「やや短かった」と回答しています。

■ 今後、今回のワークショップのような市民参加の機会について、全ての方が、「参加したい」また
は「できるだけ参加したい」と回答しています。



４.参加者アンケート実施結果②

・世代ミックスはよかったと思います。
・各班それぞれ厚木の未来のために話し合われた発表を拝聴できて良
かったです。今回集まられた方々は、厚木市の良さや問題点も良く理
解されていると感じました。
・子ども会の役員をしていた時、会員の子どもたちの中でいじめがあり
ましたが、子どもたちに全員が楽しめて、誰も我慢しないでする活動
を考えてもらうと、よいアイディアが続々と出て、皆が行動するこ
と・活動すること・やるべきことがあるため、いじめをしている時間
がなくなり、いじめの解決になりました。若い人たちの活用、活躍し
ていただける参考になればと思いました。

気づいたことや感じたことがあればお聞かせください。
また、世代（年齢）をミックスして班を構成しましたが、いかがでしたか。



４.参加者アンケート実施結果②
・割と人の意見を良く聞こうという方が少なかったように思える。
もう少し長いスパンで考え、話せたら良かったと思う。それは個
人の能力にかかわるので今はここまでかなと思った。
・最初は歳が離れすぎていて、どうしようかと悩みましたが、意
見を出してみると、世代によって違う意見や見方があり、とても
刺激的でした。受験勉強の息抜きにもなって楽しかったです。あ
りがとうございました。
・各自がそれぞれの考えを言えることはとても良いですが、テー
マ別に分かれて発言すればもっと深い意見が出ると思います。１
～６班全部が重複した意見が多く、時間的にロスとなったのでは
ないでしょうか。
・市民、行政、企業もミックスしてもよい。第三回の時間がやや
短かった。単発ではなく、意見を深められるので、全三回開催は
良かった。



４.参加者アンケート実施結果②
・市職員が庁舎の外に出て交流を積極的にしてほしい。
・よりよい厚木を作るための具体策を考えることの難しさを感じ
ました。いつもありがとうございます。
・中高年世代の参加は想定していましたが、若年層の参加があっ
たのは驚きました。
・ここに集う人は参加活動など意識が高い人であって、ここでの
意見は市民の総括ではないということを考えなくてはならない。
声なき意見はどうやって集音するかという課題もあります。
・付箋のワーク、面白かったです。ワークの指示はもう少し細か
くてもいいかなと思います。
・世代ミックスは様々な意見が出やすいのでありだと思います。



４.参加者アンケート実施結果②
・10~20代がいない班でしたので、少子高齢化がこんなにも
進んでいるんだと実感しました。だからこそ、このような
イベントやプロジェクト会議が必要なのではないかと思い
ます。ありがとうございました。
・構成がよかったです。今まで外からしか考えない（批判の
ようなもの）ことを、自分だったらと考えることができ、
まちづくり、人々の動き等も考えることができました。で
きる範囲でボランティアもしたいと思いました。
・大変良かったです。
・初対面の人とも楽しくお話が出来て良かったです。
・色々な世代の班構成で良かったです。大変良い話し合いが
出来ました。



４.参加者アンケート実施結果②
・今回のワークショップを通して、日頃から何気なく住んで
いる厚木市の魅力を再認識した。
・世代が違えば意見も異なるので、学びを得た。とても魅力
的な企画だった。
・今回は班が固定でしたが、班をシャッフルしてもより多く
の議論が出来て良いかと思います。
・若い世代の方と中々議論する機会がないので、良い経験に
なりました。
・企画としては良いと思ったが、進行が今一つかな。グルー
プによって差があるのは仕方ないですね。



４.参加者アンケート実施結果②
・とても貴重な体験ができて、とても楽しかったです。世代ミッ
クスはいろいろな思惑、意見を見ることができて良いと思います。
・楽しく議論できました。このような機会を与えていただきあり
がとうございました。
・もう少し若い人を入れると、今後社会に出ていくので、良いと
思います。
・厚木市の理想像について、たくさんお話しできてよかったです。
・ぜひ、できるだけ多くの意見が取り入れられると嬉しいです。
・世代の違う方との交流ができ、勉強になりました。参加させて
いただきありがとうございました。
・皆さんの意見をくんで今後10年の計画を作成していただくと住
みよいまちになると思う。



４.参加者アンケート実施結果②
・班の方と仲良くなりとても良かったです。また、このよう
な会に出席したいと思います。ありがとうございました。
・色々な世代の方と意見を交わすのは難しかったですが、楽
しみながら色々な話を聞けて、良い体験ができました。
・参加させていただいてありがとうございました。参加され
た方々の意見を聞いて、自然を大事にされているのが分か
りました。
・楽しく意見交換できた。



５．当日の様子

写真 写真 写真







御参加いただきありがとうございました。


